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(57)【要約】
　一実施形態においては、方法は１つ以上のフィルタリ
ング基準に少なくとも一部基づいて表示するためのコン
テンツ・オブジェクトを識別する工程を含む。フィルタ
リング基準は、第１のユーザと、１人以上の第２のユー
ザまたは第１のユーザの現在の地理的位置との間のソー
シャルグラフの情報に少なくとも一部基づいて表示され
る各コンテンツ・オブジェクトの適切さの尺度である。
方法は、コンテンツ・オブジェクトにフィルタリング基
準を適用する工程と、フィルタリング基準に少なくとも
一部基づきコンテンツ・オブジェクトが表示に適切であ
るかどうかを判断し、これに基づいてユーザ・インター
フェース（ＵＩ）上にコンテンツ・オブジェクトを表示
する工程とを更に含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピューティング・デバイスによって、１つ以上の基準に少なくとも一部基づき表示
するためにコンテンツ・オブジェクトを識別する工程であって、該基準は、第１のユーザ
と、１人以上の第２のユーザまたは前記第１のユーザの現在の地理的位置との間のソーシ
ャルグラフの情報に少なくとも一部基づく、コンテンツ・オブジェクトを識別する工程と
、
　前記コンピューティング・デバイスによって、前記コンテンツ・オブジェクトに前記基
準を適用する工程と、
　前記コンピューティング・デバイスによって、前記基準に少なくとも一部基づき前記コ
ンテンツ・オブジェクトをユーザ・インターフェース（ＵＩ）上に表示する工程とを含む
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ソーシャルグラフは、複数のノードおよび同ノード同士を接続するエッジを含み、
前記グラフの少なくとも１つのノードは、前記第１のユーザに対応し、前記グラフの少な
くとも１つのノードは、各第２のユーザに対応し、
　前記第２のユーザが少なくともその一部に基づき識別されるという前記ソーシャルグラ
フの情報は、前記第１のユーザに対応する前記ノードのうちの少なくとも１つ、およびエ
ッジによって互いに接続される各第２のユーザに対応する前記ノードのうちの少なくとも
１つを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記コンピューティング・デバイスによって、現在の成熟しきい値レベルである前記基
準のうちの１つに基づき他のコンテンツ・オブジェクトを動的に識別する工程と、
　前記コンピューティング・デバイスによって、前記動的な識別に基づき前記他のコンテ
ンツ・オブジェクトを動的に表示する工程とを更に含むことを特徴とする請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記コンピューティング・デバイスによって、前記第１のユーザの前記コンピューティ
ング・デバイスの前記現在の地理的位置に少なくとも一部基づき前記現在の成熟しきい値
レベルを決定する工程と、
　前記コンピューティング・デバイスによって、前記他のコンテンツ・オブジェクトの成
熟等級を決定する工程とを更に含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記識別工程は、１つ以上の前記コンテンツ・オブジェクトが、ソーシャルネットワー
キング・システムの１人以上のユーザによってスパムとしてフラグを立てられたかどうか
を判断する工程を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記識別工程は、前記第１のユーザのユーザ・プロフィールまたはソーシャルグラフの
情報と、１人以上の前記第２のユーザとの間の重なりの量を測定する工程を含むことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記コンピューティング・デバイスは、ソーシャルネットワーキング・システムのサー
バ・コンピューティング・デバイスであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記コンピューティング・デバイスは、前記第１のユーザのモバイル・コンピューティ
ング・デバイスであり、
　前記ＵＩは、前記モバイル・コンピューティング・デバイスのロック・スクリーンであ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ソフトウェアを具現化する１つ以上のコンピュータ可読非一時的記憶媒体であって、前
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記ソフトウェアは、実行時に、
　１つ以上の基準に少なくとも一部基づき表示するためのコンテンツ・オブジェクトを識
別し、該基準は、第１のユーザと、１人以上の第２のユーザまたは前記第１のユーザの現
在の地理的位置との間のソーシャルグラフの情報に少なくとも一部基づき、
　前記基準を前記コンテンツ・オブジェクトに適用し、
　前記基準に少なくとも一部基づき前記コンテンツ・オブジェクトをユーザ・インターフ
ェース（ＵＩ）上に表示するように構成されることを特徴とするコンピュータ可読非一時
的記憶媒体。
【請求項１０】
　前記ソーシャルグラフは、複数のノードおよび同ノード同士を接続するエッジを含み、
前記グラフの少なくとも１つのノードは、前記第１のユーザに対応し、前記グラフの少な
くとも１つのノードは、各第２のユーザに対応し、
　前記第２のユーザが少なくともその一部に基づき識別されるという前記ソーシャルグラ
フの情報は、前記第１のユーザに対応する前記ノードのうちの少なくとも１つ、およびエ
ッジによって互いに接続される各第２のユーザに対応する前記ノードのうちの少なくとも
１つを含むことを特徴とする請求項９に記載の媒体。
【請求項１１】
　現在の成熟しきい値レベルである前記基準のうちの１つに基づき他のコンテンツ・オブ
ジェクトを動的に識別し、
　前記動的な識別に基づき前記他のコンテンツ・オブジェクトを動的に表示するように更
に構成されることを特徴とする請求項９に記載の媒体。
【請求項１２】
　前記第１のユーザのコンピューティング・デバイスの前記現在の地理的位置に少なくと
も一部基づき前記現在の成熟しきい値レベルを決定し、
　前記他のコンテンツ・オブジェクトの成熟等級を決定するように更に構成されることを
特徴とする請求項１１に記載の媒体。
【請求項１３】
　前記識別は、１つ以上の前記コンテンツ・オブジェクトが、ソーシャルネットワーキン
グ・システムの１人以上のユーザによってスパムとしてフラグを立てられたかどうかの判
断を含むことを特徴とする請求項９に記載の媒体。
【請求項１４】
　前記識別は、前記第１のユーザのユーザ・プロフィールまたはソーシャルグラフの情報
と、１人以上の前記第２のユーザとの間の重なりの量の測定を含むことを特徴とする請求
項９に記載の媒体。
【請求項１５】
　前記媒体は、ソーシャルネットワーキング・システムのサーバ・コンピューティング・
デバイスのプロセッサに接続されることを特徴とする請求項９に記載の媒体。
【請求項１６】
　前記媒体は、前記第１のユーザのモバイル・コンピューティング・デバイスのプロセッ
サに接続され、
　前記ＵＩは、モバイル・コンピューティング・デバイスのロック・スクリーンであるこ
とを特徴とする請求項９に記載の媒体。
【請求項１７】
　プロセッサと、
　同プロセッサに接続される１つ以上のコンピュータ可読非一時的記憶媒体とを備え、同
コンピュータ可読非一時的記憶媒体は、
　１つ以上の基準に少なくとも一部基づき表示するためのコンテンツ・オブジェクトを識
別し、該基準は、第１のユーザと、１人以上の第２のユーザまたは前記第１のユーザの現
在の地理的位置との間のソーシャルグラフの情報に少なくとも一部基づき、
　前記コンテンツ・オブジェクトに前記基準を適用し、
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　前記基準に少なくとも一部基づき前記コンテンツ・オブジェクトをユーザ・インターフ
ェース（ＵＩ）上に表示するソフトウェアを具現化することを特徴とする装置。
【請求項１８】
　現在の成熟しきい値レベルである前記基準のうちの１つに基づき他のコンテンツ・オブ
ジェクトを動的に識別し、
　前記動的な識別に基づき前記他のコンテンツ・オブジェクトを動的に表示するように更
に具現化することを特徴とする請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１のユーザのコンピューティング・デバイスの前記現在の地理的位置に少なくと
も一部基づき前記現在の成熟しきい値レベルを決定し、
　前記他のコンテンツ・オブジェクトの成熟等級を決定するように更に具現化することを
特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記識別は、１つ以上の前記コンテンツ・オブジェクトが、ソーシャルネットワーキン
グ・システムの１人以上のユーザによってスパムとしてフラグを立てられたかどうかの判
断を含むことを特徴とする請求項１７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、コンテンツ・フィルタリングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソーシャルネットワーキング・システム（ソーシャルネットワーキング・ウェブサイト
を含むことができる）は、そのソーシャルネットワーキング・システムのユーザ（人また
は組織など）がそのソーシャルネットワーキング・システムと、およびそのソーシャルネ
ットワーキング・システムを通じて互いに対話することを可能にすることができる。ソー
シャルネットワーキング・システムは、ユーザからの入力を用いて、そのユーザに関連付
けられているユーザ・プロフィールを作成して、ソーシャルネットワーキング・システム
内に格納することができる。ユーザ・プロフィールは、人口統計学的情報、通信チャネル
情報、およびユーザの個人的な関心に関する情報を含むことができる。ソーシャルネット
ワーキング・システムは、ユーザからの入力を用いて、そのユーザと、ソーシャルネット
ワーキング・システムのその他のユーザとの関係のレコードを作成および格納すること、
ならびにサービス（たとえば、ウォール・ポスト、写真共有、イベント編成、メッセージ
ング、ゲーム、または広告）を提供して、ユーザ同士の間における社会的な交流を容易に
することも可能である。
【０００３】
　ソーシャルネットワーキング・システムは、そのサービスに関連したコンテンツまたは
メッセージを、１つまたは複数のネットワークを介して、ユーザのモバイルまたはその他
のコンピューティング・デバイスへ送信することができる。ユーザは、自分のユーザ・プ
ロフィールおよびソーシャルネットワーキング・システム内のその他のデータにアクセス
するためにソフトウェア・アプリケーションを自分のモバイルまたはその他のコンピュー
ティング・デバイス上にインストールすることもできる。ソーシャルネットワーキング・
システムは、ユーザにつながっているその他のユーザの集約されたストーリのニュースフ
ィードなど、ユーザに表示するためのコンテンツ・オブジェクトのパーソナライズされた
セットを生成することができる。
【０００４】
　スマートフォン、タブレット・コンピュータ、あるいはラップトップ・コンピュータな
どのモバイル・コンピューティング・デバイスは、ＧＰＳレシーバ、コンパス、あるいは
ジャイロスコープのような、そのロケーション、方向、あるいは配向を測定するための機
能を備える。この装置は、ブルートゥース通信、ニアフィールド・コミュニケーション（
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ＮＦＣ）、赤外線（ＩＲ）通信、あるいはワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク
（ＷＬＡＮ）や携帯電話ネットワークとの通信などの無線通信用の機能をさらに含む。こ
の装置は、１つ以上のカメラ、スキャナ、タッチ・スクリーン、マイクロフォン、あるい
はスピーカをさらに含む。モバイル・コンピューティング・デバイスは、ゲーム、ウェブ
・ブラウザや、ソーシャルネットワーキング・アプリケーションなどのソフトウェア・ア
プリケーションの実行も行う。ソーシャルネットワーキング・アプリケーションにより、
ユーザはソーシャル・ネットワークにおける他のユーザとつながり、情報を通信し、共有
する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、明細書に開示される。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　所定の実施形態において、ユーザ・インターフェース（ＵＩ）上に表示されるユーザの
１人以上の「友達」に関連付けられた１つ以上のコンテンツ・オブジェクトが１つ以上の
基準に基づきフィルタリングされる。例えば、コンテンツ・オブジェクトは、コンピュー
ティング・デバイスのＵＩ上に表示される、ユーザに向けられたイメージあるいはステー
タス・アップデートである。一例の基準は、各「友達」のユーザ・プロフィールあるいは
他のソーシャルグラフの情報とユーザとの間の重なりの量に基づくユーザと各「友達」と
の間の「近接」の量である。例えば、ＵＩは、年齢、教育、関心や、宗教などのユーザと
の多くの共通点を備えるユーザ・プロフィールを有する「友達」からのコンテンツ・オブ
ジェクトを表示する。別例として、ロック・スクリーンは、ソーシャルグラフの情報に基
づいて、同じ施設の利用者であるか、あるいは類似の音楽、本、テレビ番組や、スポーツ
・チームを「いいね！」する「友達」からのコンテンツ・オブジェクトを表示する。
【０００７】
　別のフィルタリング基準は、特定の地理的位置の成熟しきい値レベルであり、ここでし
きい値を超える成熟等級を備えるコンテンツ・オブジェクトがＵＩ上に表示される。例え
ば、モバイル・コンピューティング・デバイスが、例えば、バーやダンス・クラブなどの
成人向けの施設にある場合の成熟しきい値は、モバイル・コンピューティング・デバイス
が、例えば、ディズニーランド、教会や、高級レストランなどのより「家族向け」あるい
は高級な場所にある場合の成熟しきい値と比べて、より低いであろう。例として、ユーザ
がバーに現在いるとソーシャルネットワーキング・システムが判断すると、ロック・スク
リーンにより、「友達」によって共有される高い成熟等級を備えたコンテンツ・オブジェ
クトが選択可能となる。別の例として、ＵＩにより、高い成熟等級であるもののディズニ
ーランドに関連付けられた成熟しきい値よりは低い成熟等級を備えるコンテンツ・オブジ
ェクトの選択が防止される。
【０００８】
　特定の実施形態においては、ＵＩ上に表示されるコンテンツ・オブジェクトは、モバイ
ル・コンピューティング・デバイスの現在の位置に基づいて、動的に調整される。例えば
、モバイル・コンピューティング・デバイスがダンス・クラブに現在ある場合、高い成熟
等級を備えたコンテンツ・オブジェクトがＵＩ上に表示されるが、モバイル・コンピュー
ティング・デバイスが後に教会に位置すると判断されると、より低い成熟等級を備えたコ
ンテンツ・オブジェクトに代えられる。
【０００９】
　ＵＩ上に表示されるコンテンツ・オブジェクトの別のフィルタリング基準は、ユーザの
ユーザ・プロフィールに基づく。例えば、所定のコンテンツ・オブジェクトが、年齢、宗
教、関心などのユーザの特定の態様に基づきモバイル・コンピューティング・デバイスの
ＵＩ上に表示されるように選択される。例として、「友達」によって共有される高い成熟
等級を備えたコンテンツ・オブジェクトは、ユーザが社会的に保守的である（例えば、年
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齢および宗教に基づく）ことを示すユーザ・プロフィールに基づきＵＩ上に表示されるよ
うに選択されない。
【００１０】
　コンテンツ・オブジェクトの別のフィルタリング基準は、ソーシャル・スパム報告に基
づく。ソーシャルネットワーキング・システム上のユーザは、特定のコンテンツ・オブジ
ェクトが不快であるというフィードバックを提供する。例えば、他のユーザによって不快
であるとフラグが立てられた「友達」によって共有されるコンテンツ・オブジェクトは、
ＵＩ上に表示されることが防止される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ソーシャルネットワーキング・システムに関連付けられた例示のネットワーク環
境を示す図。
【図２】例示のモバイル・デバイスを示す図。
【図３Ａ】例示のユーザ・インターフェース（ＵＩ）用の、フィルタリングされたコンテ
ンツを含む例示のワイヤフレームを示す図。
【図３Ｂ】例示のユーザ・インターフェース（ＵＩ）用の、フィルタリングされたコンテ
ンツを含む例示のワイヤフレームを示す図。
【図４】ＵＩ上のコンテンツ・オブジェクトのソーシャル・フィルタリングの例示の方法
を示す図。
【図５】例示のソーシャルグラフを示す図。
【図６】例示のコンピューティング・システムを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、ソーシャルネットワーキング・システムに関連付けられている例示的なネット
ワーク環境１００を示している。ネットワーク環境１００は、ネットワーク１１０によっ
て互いにつながっているクライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０、およびサードパーティ・システム１７０を含む。図１は、クライアント
・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、サードパーティ・シ
ステム１７０、およびネットワーク１１０の特定の構成を示しているが、本開示は、クラ
イアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、サードパー
ティ・システム１７０、およびネットワーク１１０の任意の適切な構成を想定している。
限定ではなく、例として、クライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング
・システム１６０、およびサードパーティ・システム１７０のうちの複数は、ネットワー
ク１１０を迂回して、互いに直接つながることが可能である。別の例として、クライアン
ト・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、およびサードパー
ティ・システム１７０のうちの複数は、物理的にまたは論理的に、全体としてまたは部分
的に互いに同一場所に配置されることが可能である。その上、図１は、特定の数のクライ
アント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、サードパーテ
ィ・システム１７０、およびネットワーク１１０を示しているが、本開示は、任意の適切
な数のクライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、
サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０を想定している。限定では
なく、例として、ネットワーク環境１００は、複数のクライアント・システム１３０、ソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０、サードパーティ・システム１７０、および
ネットワーク１１０を含むことができる。
【００１３】
　本開示は、任意の適切なネットワーク１１０を想定している。限定ではなく、例として
、ネットワーク１１０の１つまたは複数の部分は、アド・ホック・ネットワーク、イント
ラネット、エクストラネット、仮想プライベート・ネットワーク（ＶＰＮ）、ローカル・
エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネ
ットワーク（ＷＡＮ）、ワイヤレスＷＡＮ（ＷＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネッ
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トワーク（ＭＡＮ）、インターネットの一部分、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）の一部分、
セルラー電話ネットワーク、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。ネ
ットワーク１１０は、１つまたは複数のネットワーク１１０を含むことができる。
【００１４】
　リンク１５０は、クライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０、およびサードパーティ・システム１７０を通信ネットワーク１１０に、また
は互いに接続することができる。本開示は、任意の適切なリンク１５０を想定している。
特定の実施形態においては、１つまたは複数のリンク１５０は、１つもしくは複数の有線
リンク（たとえば、デジタル・サブスクライバ・ライン（ＤＳＬ）もしくはデータ・オー
バ・ケーブル・サービス・インタフェース仕様（ＤＯＣＳＩＳ）など）、ワイヤレス・リ
ンク（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉもしくはワールドワイド・インターオペラビリティー・フォ
ー・マイクロウェーブ・アクセス（ＷｉＭＡＸ）など）、または光リンク（たとえば、同
期光ネットワーク（ＳＯＮＥＴ）もしくは同期デジタル階層（ＳＤＨ）など）を含む。特
定の実施形態においては、１つまたは複数のリンク１５０はそれぞれ、アド・ホック・ネ
ットワーク、イントラネット、エクストラネット、ＶＰＮ、ＬＡＮ、ＷＬＡＮ、ＷＡＮ、
ＷＷＡＮ、ＭＡＮ、インターネットの一部分、ＰＳＴＮの一部分、セルラー・テクノロジ
ーベースのネットワーク、衛星通信テクノロジーベースのネットワーク、別のリンク１５
０、または複数のそのようなリンク１５０の組合せを含む。リンク１５０は、ネットワー
ク環境１００の全体を通じて必ずしも同じである必要はない。１つまたは複数の第１のリ
ンク１５０は、１つまたは複数の点において１つまたは複数の第２のリンク１５０とは異
なることが可能である。
【００１５】
　特定の実施形態においては、クライアント・システム１３０は、クライアント・システ
ム１３０によって実装またはサポートされる適切な機能を実行することができる、ハード
ウェア、ソフトウェア、もしくは組み込みロジック・コンポーネント、または複数のその
ようなコンポーネントの組合せを含む電子デバイスであることが可能である。限定ではな
く、例として、クライアント・システム１３０は、デスクトップ・コンピュータ、ノート
ブック・コンピュータもしくはラップトップ・コンピュータ、ネットブック、タブレット
・コンピュータなどのコンピュータ・システム、ｅブック・リーダ、ＧＰＳデバイス、カ
メラ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルド電子デバイス、セルラー電話、スマートフ
ォン、その他の適切な電子デバイス、またはそれらの任意の適切な組合せを含むことがで
きる。本開示は、任意の適切なクライアント・システム１３０を想定している。クライア
ント・システム１３０は、クライアント・システム１３０のネットワーク・ユーザがネッ
トワーク１１０にアクセスすることを可能にすることができる。クライアント・システム
１３０は、自分のユーザがその他のクライアント・システム１３０のその他のユーザと通
信することを可能にすることができる。
【００１６】
　特定の実施形態においては、クライアント・システム１３０は、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　
ＩＮＴＥＲＮＥＴ　ＥＸＰＬＯＲＥＲ、ＧＯＯＧＬＥ　ＣＨＲＯＭＥ、またはＭＯＺＩＬ
ＬＡ　ＦＩＲＥＦＯＸ（いずれも登録商標）などのウェブ・ブラウザ１３２を含むことが
でき、１つまたは複数のアドオン、プラグイン、またはＴＯＯＬＢＡＲもしくはＹＡＨＯ
Ｏ　ＴＯＯＬＢＡＲ（登録商標）などのその他の拡張を有することができる。クライアン
ト・システム１３０のユーザは、ウェブ・ブラウザ１３２を特定のサーバ（サーバ１６２
、またはサードパーティ・システム１７０に関連付けられているサーバなど）へ導くユニ
フォーム・リソース・ロケータ（ＵＲＬ）またはその他のアドレスを入力することができ
、ウェブ・ブラウザ１３２は、ハイパー・テキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）要求を生
成して、そのＨＴＴＰ要求をサーバに通信することができる。サーバは、そのＨＴＴＰ要
求を受け入れて、そのＨＴＴＰ要求に応答して１つまたは複数のハイパー・テキスト・マ
ークアップ言語（ＨＴＭＬ）ファイルをクライアント・システム１３０に通信することが
できる。クライアント・システム１３０は、ユーザに提示するためにサーバからのＨＴＭ
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Ｌファイルに基づいてウェブページをレンダリングすることができる。本開示は、任意の
適切なウェブページ・ファイルを想定している。限定ではなく、例として、ウェブページ
は、特定のニーズに従って、ＨＴＭＬファイル、拡張可能ハイパー・テキスト・マークア
ップ言語（ＸＨＴＭＬ）ファイル、または拡張可能マークアップ言語（ＸＭＬ）ファイル
からレンダリングすることができる。そのようなページは、限定ではなく、例として、Ｊ
ＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）、ＪＡＶＡ（登録商標）、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＳＩＬ
ＶＥＲＬＩＧＨＴで書かれたスクリプトなどのスクリプト、ＡＪＡＸ（Ａｓｙｎｃｈｒｏ
ｎｏｕｓ　ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）　ａｎｄ　ＸＭＬ）などのマークアップ言
語とスクリプトの組合せなどを実行することもできる。本明細書においては、ウェブペー
ジへの参照は、適切な場合には、（そのウェブページをレンダリングするためにブラウザ
が使用することができる）１つまたは複数の対応するウェブページ・ファイルを含み、そ
の逆もまた同様である。
【００１７】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、オンラ
イン・ソーシャル・ネットワークをホストすることができるネットワークアドレス指定可
能なコンピューティング・システムであることが可能である。ソーシャルネットワーキン
グ・システム１６０は、たとえば、ユーザ・プロフィール・データ、コンセプトプロフィ
ール・データ、ソーシャルグラフ情報、またはオンライン・ソーシャル・ネットワークに
関連したその他の適切なデータなどのソーシャル・ネットワーキング・データを生成する
こと、格納すること、受け取ること、および送信することが可能である。ソーシャルネッ
トワーキング・システム１６０は、ネットワーク環境１００のその他のコンポーネントに
よって直接、またはネットワーク１１０を介してアクセスされることが可能である。特定
の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複
数のサーバ１６２を含むことができる。それぞれのサーバ１６２は、単一のサーバ、また
は複数のコンピュータもしくは複数のデータセンターにわたる分散サーバであることが可
能である。サーバ１６２は、限定ではなく、例として、ウェブ・サーバ、ニュース・サー
バ、メール・サーバ、メッセージ・サーバ、広告サーバ、ファイル・サーバ、アプリケー
ション・サーバ、Ｅｘｃｈａｎｇｅサーバ、データベース・サーバ、プロキシ・サーバ、
本明細書において記述されている機能もしくはプロセスを実行するのに適している別のサ
ーバ、またはそれらの任意の組合せなど、さまざまなタイプのものであることが可能であ
る。特定の実施形態においては、それぞれのサーバ１６２は、サーバ１６２によって実装
またはサポートされる適切な機能を実行するためのハードウェア、ソフトウェア、もしく
は組み込みロジック・コンポーネント、または複数のそのようなコンポーネントの組合せ
を含むことができる。特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システ
ム１６４は、１つまたは複数のデータ・ストア１６４を含むことができる。データ・スト
ア１６４は、さまざまなタイプの情報を格納するために使用されることが可能である。特
定の実施形態においては、データ・ストア１６４内に格納されている情報は、特定のデー
タ構造に従って編成されることが可能である。特定の実施形態においては、それぞれのデ
ータ・ストア１６４は、リレーショナル・データベース、行のデータベース、相関関係デ
ータベース、あるいはその他の適切なデータベースであることが可能である。本開示は特
定のタイプのデータベースを記述し、例示するが、本開示においては、任意の適切なタイ
プのデータベースが考えられる。特定の実施形態は、クライアント・システム１３０、ソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０、またはサードパーティ・システム１７０が
、データ・ストア１６４内に格納されている情報を管理すること、取り出すこと、修正す
ること、追加すること、または削除することを可能にするインタフェースを提供すること
ができる。
【００１８】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、１つま
たは複数のソーシャルグラフを１つまたは複数のデータ・ストア１６４内に格納すること
ができる。特定の実施形態においては、ソーシャルグラフは、複数のノード（複数のユー
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ザ・ノード（それぞれが、特定のユーザに対応している）、または複数のコンセプト・ノ
ード（それぞれが、特定のコンセプトに対応している）を含むことができる）と、ノード
同士をつなげる複数のエッジとを含むことができる。ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０は、オンライン・ソーシャル・ネットワークのユーザに、その他のユーザと通
信および対話する能力を提供することができる。特定の実施形態においては、ユーザたち
は、ソーシャルネットワーキング・システム１６０を介してオンライン・ソーシャル・ネ
ットワークに参加し、次いで、自分たちがつながりたいと望むソーシャルネットワーキン
グ・システム１６０のその他の複数のユーザにつながり（すなわち、関係）を付加するこ
とができる。本明細書においては、「友達」という用語は、ユーザがソーシャルネットワ
ーキング・システム１６０を介して、つながり、関連付け、または関係を形成しているソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０のその他の任意のユーザを指すことができる
。
【００１９】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ソーシ
ャルネットワーキング・システム１６０によってサポートされるさまざまなタイプのアイ
テムまたはオブジェクトに関してアクションを取る能力をユーザに提供することができる
。限定ではなく、例として、それらのアイテムおよびオブジェクトは、ソーシャルネット
ワーキング・システム１６０のユーザが属することが可能であるグループもしくはソーシ
ャル・ネットワーク、ユーザが関心を抱く可能性があるイベントもしくはカレンダー・エ
ントリー、ユーザが使用することができるコンピュータベースのアプリケーション、ユー
ザがサービスを介してアイテムを購入もしくは販売することを可能にするトランザクショ
ン、ユーザが実行することができる広告との対話、またはその他の適切なアイテムもしく
はオブジェクトを含むことができる。ユーザは、ソーシャルネットワーキング・システム
１６０において、またはサードパーティ・システム１７０の外部システム（ソーシャルネ
ットワーキング・システム１６０とは別個のものであって、ネットワーク１１０を介して
ソーシャルネットワーキング・システム１６０に結合されている）によって表されること
が可能である任意のものと対話することができる。
【００２０】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、さまざ
まなエンティティ同士をリンクできることが可能である。限定ではなく、例として、ソー
シャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザたちが互いに対話すること、ならび
にサードパーティ・システム１７０もしくはその他のエンティティからのコンテンツを受
け取ることを可能にすることができ、またはユーザたちがアプリケーション・プログラミ
ング・インタフェース（ＡＰＩ）もしくはその他の通信チャネルを通じてこれらのエンテ
ィティと対話することを可能にすることができる。
【００２１】
　特定の実施形態においては、サードパーティ・システム１７０は、１つもしくは複数の
タイプのサーバ、１つもしくは複数のデータ・ストア、１つもしくは複数のインタフェー
ス（ＡＰＩを含むが、それには限定されない）、１つもしくは複数のウェブ・サービス、
１つもしくは複数のコンテンツ・ソース、１つもしくは複数のネットワーク、または（た
とえば、サーバが通信することができる）その他の任意の適切なコンポーネントを含むこ
とができる。サードパーティ・システム１７０は、ソーシャルネットワーキング・システ
ム１６０を運営しているエンティティとは異なるエンティティによって運営されることが
可能である。しかしながら、特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０およびサードパーティ・システム１７０は、ソーシャルネットワーキング
・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０のユーザにソーシャルネットワ
ーキング・サービスを提供するために互いに連携して機能することができる。この意味に
おいて、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、サードパーティ・システム１
７０などのその他のシステムがインターネットを介してソーシャルネットワーキング・サ
ービスおよび機能をユーザに提供するために使用することができるプラットフォーム、ま
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たはバックボーンを提供することができる。
【００２２】
　特定の実施形態においては、サードパーティ・システム１７０は、サードパーティ・コ
ンテンツ・オブジェクト・プロバイダを含むことができる。サードパーティ・コンテンツ
・オブジェクト・プロバイダは、コンテンツ・オブジェクトの１つまたは複数のソースを
含むことができ、それらのソースは、クライアント・システム１３０に通信されることが
可能である。限定ではなく、例として、コンテンツ・オブジェクトは、ユーザにとって関
心がある物またはアクティビティに関する情報、たとえば、映画の開始時刻、映画のレビ
ュー、レストランのレビュー、レストランのメニュー、製品の情報およびレビュー、また
はその他の適切な情報などを含むことができる。限定ではなく、別の例として、コンテン
ツ・オブジェクトは、インセンティブ・コンテンツ・オブジェクト、たとえば、クーポン
、ディスカウント・チケット、ギフト券、またはその他の適切なインセンティブ・オブジ
ェクトを含むことができる。
【００２３】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、さまざ
まなサーバ、サブシステム、プログラム、モジュール、ログ、およびデータ・ストアを含
むことができる。特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１
６０は、ウェブ・サーバ、アクション・ロガー、ＡＰＩ要求サーバ、関連性およびランキ
ング・エンジン、コンテンツ・オブジェクト分類子、通知コントローラ、アクション・ロ
グ、サードパーティ・コンテンツ・オブジェクト露出ログ、推測モジュール、認可／プラ
イバシー・サーバ、検索モジュール、広告ターゲティング・モジュール、ユーザインタフ
ェース・モジュール、ユーザプロフィール・ストア、つながりストア、サードパーティ・
コンテンツ・ストア、またはロケーション・ストアのうちの１つまたは複数を含むことが
できる。ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、適切なコンポーネント、たと
えば、ネットワーク・インタフェース、セキュリティー・メカニズム、ロード・バランサ
、フェイルオーバ・サーバ、管理およびネットワークオペレーション・コンソール、その
他の適切なコンポーネント、またはそれらの任意の適切な組合せを含むこともできる。特
定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザ・プ
ロフィールを格納するための１つまたは複数のユーザプロフィール・ストアを含むことが
できる。ユーザ・プロフィールは、たとえば、経歴情報、人口統計学的情報、挙動情報、
ソーシャルな情報、またはその他のタイプの記述的情報、たとえば、職業経験、学歴、趣
味もしくは好み、関心、親近感、またはロケーションを含むことができる。関心情報は、
１つまたは複数のカテゴリに関連した関心を含むことができる。カテゴリは、一般的また
は具体的であることが可能である。限定ではなく、例として、ユーザが、あるブランドの
靴に関する記事に対して「いいね！」を表明した場合には、カテゴリは、そのブランド、
または「靴」もしくは「衣類」という一般的なカテゴリであることが可能である。ユーザ
に関するつながり情報を格納するために、つながりストアが使用されることが可能である
。つながり情報は、類似のもしくは共通の職業経験、グループ・メンバーシップ、趣味、
学歴を有しているか、または何らかの形で関連しているか、もしくは共通の属性を共有し
ているユーザ同士を示すことができる。つながり情報は、さまざまなユーザおよびコンテ
ンツ（内部および外部の両方）の間におけるユーザ定義のつながりを含むこともできる。
特定の実施形態においては、クライアント・システム１３０のＵＩ上に表示される「友達
」によって共有されるコンテンツ・オブジェクトの選択は、上述したつながり上方に少な
くとも一部基づく。ネットワーク１１０を介してソーシャルネットワーキング・システム
１６０を１つもしくは複数のクライアント・システム１３０または１つもしくは複数のサ
ードパーティ・システム１７０にリンクさせるために、ウェブ・サーバが使用されること
が可能である。ウェブ・サーバは、ソーシャルネットワーキング・システム１６０と、１
つまたは複数のクライアント・システム１３０との間においてメッセージを受け取って回
送するためにメール・サーバまたはその他のメッセージング機能を含むことができる。Ａ
ＰＩ要求サーバは、サードパーティ・システム１７０が、１つまたは複数のＡＰＩを呼び
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出すことによってソーシャルネットワーキング・システム１６０からの情報にアクセスす
ることを可能にすることができる。ソーシャルネットワーキング・システム１６０の上の
または外のユーザのアクションに関してウェブ・サーバから通信を受け取るために、アク
ション・ロガーが使用されることが可能である。アクション・ログとともに、サードパー
ティコンテンツ・オブジェクトへのユーザの露出についてのサードパーティコンテンツオ
ブジェクト・ログが保持されることが可能である。通知コントローラは、コンテンツ・オ
ブジェクトに関する情報をクライアント・システム１３０に提供することができる。情報
は、通知としてクライアント・システム１３０にプッシュ可能であり、または情報は、ク
ライアント・システム１３０から受け取られた要求に応答してクライアント・システム１
３０から引き出されることが可能である。サードパーティ・システム１７０などのサード
パーティから受け取られたコンテンツ・オブジェクトを格納するために、サードパーティ
コンテンツオブジェクト・ストアが使用されることが可能である。ユーザに関連付けられ
ているクライアント・システム１３０から受け取られたロケーション情報を格納するため
に、ロケーション・ストアが使用されることが可能である。広告価格設定モジュールが、
ソーシャルな情報、現在時刻、ロケーション情報、またはその他の適切な情報を組み合わ
せて、関連がある広告を、通知の形式でユーザに提供することができる。
【００２４】
　ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、例えばユーザ・プロフィール・デー
タ、コンセプトプロフィール・データ、ソーシャルグラフ情報、あるいはオンライン・ソ
ーシャル・ネットワークと関係する他の適切なデータなどの、ソーシャル・ネットワーキ
ング・データを生成し、格納し、送受信する。特定の実施形態においては、ソーシャルネ
ットワーキング・システム１６０はユーザ生成のコンテンツ・オブジェクトを更に含み、
これは、ユーザのソーシャルネットワーキング・システム１６０との対話を増やす。ユー
ザ生成コンテンツは、ユーザがソーシャルネットワーキング・システム１６０に付加、ア
ップロード、送信、あるいは「投稿」可能なすべてのものを含む。制限ではなく、例とし
て、ユーザはクライアント・システム１３０からソーシャルネットワーキング・システム
１６０に投稿を送信する。投稿は、ステータス・アップデートあるいは他のテキスト・デ
ータ、ロケーション情報、写真、ビデオ、リンク、音楽、あるいは他の同様のデータや媒
体などのデータを含む。コンテンツが、ニュースフィードやストリームなどの「通信チャ
ンネル」を介してサードパーティによってソーシャルネットワーキング・システム１６０
に更に付加される。後述するように、ソーシャルネットワーキング・システム１６０やサ
ードパーティ・システム１７０上に格納される、ユーザの「友達」によって共有されるコ
ンテンツ・オブジェクトは、クライアント・システム１３０のユーザ・インターフェース
（ＵＩ）に表示される。特定の実施形態においては、特定のコンテンツ・オブジェクトの
フィルタリングは、特定のコンテンツ・オブジェクトの表示がパブリックにアクセス可能
であるＵＩ上で隠されるように行われる。制限ではなく、例として、クライアント・シス
テム１３０上に表示されるコンテンツ・オブジェクトは、１つ以上の「フィルタリング」
基準に少なくとも一部基づいて識別される。基準は、例えば、コンテンツ・オブジェクト
を生成するユーザと、ソーシャルグラフあるいはユーザ・プロフィールの情報に少なくと
も一部基づくクライアント・システム１３０のユーザとの間の共通性の量、クライアント
・システム１３０の特定の地理的位置に関連付けられた成熟しきい値レベル、ソーシャル
・スパム報告、あるいはこれらの任意の組み合わせなどである。特定の実施形態において
は、「フィルタリング」基準は、クライアント・システム１３０のＵＩ上に表示される各
コンテンツ・オブジェクトの適応性の基準と考えられ、１つ以上の「フィルタリング」基
準が、ユーザの「友達」によって共有されるコンテンツ・オブジェクトに適用される。本
開示は特定の「フィルタリング」基準に基づく特定のコンピューティング・システムによ
るコンテンツ・オブジェクトの識別について記述するが、本開示においては、例えばサー
ドパーティ・システムやクライアント・システムなどの任意の適切なコンピューティング
・システムによる任意の適切な基準に基づくコンテンツ・オブジェクトの識別が考えられ
る。
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【００２５】
　後述するように、クライアント・システム１３０およびソーシャルネットワーキング・
システム１６０上の「友達」に関連付けられるユーザと、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０の他のユーザとのつながりは、ソーシャルグラフ上に格納される。特定の
実施形態においては、特定の「フィルタリング」基準は、ユーザと、各コンテンツ・オブ
ジェクトを生成した「友達」との間の近接である。更に、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０は、ユーザのソーシャルグラフにアクセスし、ユーザと、クライアント・
システム１３０の１つ以上のＵＩ上に表示されると考えられる各コンテンツ・オブジェク
トを生成した「友達」との間の近接を判断する。これに代えて、ソーシャルネットワーキ
ング・システムは、ソーシャルグラフのノード間の隔たりの程度によってランク付けされ
、このソーシャルグラフ間の隔たりの程度の判断は、米国特許出願に開示され、その全体
がここに開示されたものとする。
【００２６】
　制限ではなく、例として、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、エッジに
よってユーザにつながる「友達」によって生成されたコンテンツ・オブジェクトを、もう
１人の「友達」を介してユーザにつながる「友達」によって生成されたコンテンツ・オブ
ジェクトに対して、表示するために識別する。別の例として、ソーシャルネットワーキン
グ・システム１６０は、「友情」エッジによってユーザにつながる「友達」によって生成
されたコンテンツ・オブジェクトを、「仕事関係」エッジを介してユーザにつながる「友
達」によって生成されたコンテンツ・オブジェクトに対して、表示するために識別する。
後述するように、ソーシャルグラフの情報は、例えばビジネスのようなコンセプト・ノー
ドに関連付けられたアクティビティ（例えば「いいね！」や「チェックイン」）に関係す
る情報を含む。制限ではなく、例として、ソーシャルネットワーキング・システム１６０
は、ユーザと同じ施設あるいは娯楽開催地の利用者であるユーザの「友達」によって共有
される１つ以上のコンテンツ・オブジェクトを識別する。別例として、ソーシャルネット
ワーキング・システム１６０は、ユーザと同じスポーツ・チーム、映画、本、あるいはテ
レビ番組に「いいね！」するユーザの「友達」によって共有される１つ以上のコンテンツ
・オブジェクトを識別する。
【００２７】
　上述したように、ソーシャルネットワーキング・システム１６０はユーザに関連付けら
れたユーザ・プロフィール・データを格納する。特定の実施形態においては、ソーシャル
ネットワーキング・システム１６０やサードパーティ・システム１７０は、ユーザと１つ
以上のコンテンツ・オブジェクトを共有するユーザおよび各「友達」のユーザ・プロフィ
ール・データにアクセスする。更に、ソーシャルネットワーキング・システム１６０やサ
ードパーティ・システム１７０は、例えばコンテンツ・オブジェクトを共有するユーザと
各「友達」との間のユーザ・プロフィール・データ間の重なりの量のような特定の「フィ
ルタリング」基準に少なくとも一部基づきクライアント・システム１３０の１つ以上のＵ
Ｉ上に表示する１つ以上のコンテンツ・オブジェクトを識別する。制限ではなく、例とし
て、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、例えば、同様の年齢、教育、関心
、あるいは宗教などの、ユーザのプロフィールとの所定の程度の共通性を有するユーザ・
プロフィールを有する１人以上の「友達」からのコンテンツ・オブジェクトを表示するた
めに識別する。
【００２８】
　特定の実施形態においては、「フィルタリング」基準は、各コンテンツ・オブジェクト
に関連付けられる成熟等級に基づく。更に、ソーシャルネットワーキング・システム１６
０やサードパーティ・システム１７０は、１つ以上のコンテンツ・オブジェクトに成熟等
級を関連付ける。制限ではなく、例として、特定の地理的位置（例えば、バーやカジノ）
や特定のサードパーティ・システム１７０、あるいはウェブサイト（例えば、成人の娯楽
あるいはオンライン・デートに関連付けられる）からのコンテンツ・オブジェクト（例え
ば「チェックイン」）は、「成人向け」と考えられ、比較的高い成熟等級を有する。別の
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例として、特定の地理的位置や、サードパーティ・システム１７０（例えばディズニーラ
ンドやＤＩＳＮＥＹ．ｃｏｍ）からのコンテンツ・オブジェクトは、「家族向け」と考え
られ、比較的低い成熟等級を有する。特定の実施形態においては、クライアント・システ
ム１３０上に表示される「友達」によって共有されるコンテンツ・オブジェクトの識別は
、成熟しきい値レベルに対する各コンテンツ・オブジェクトの成熟等級に少なくとも一部
基づく。制限ではなく、例として、成熟しきい値レベルは、クライアント・システム１３
０の現在の地理的位置に関連付けられた情報に少なくとも一部基づく。例えば、クライア
ント・システム１３０の現在の地理的位置が教会にある場合、成熟しきい値レベルは比較
的低く、クライアント・システム１３０の現在の地理的位置がナイトクラブにある場合、
成熟しきい値レベルは比較的高い。特定の実施形態においては、クライアント・システム
１３０のＵＩ上に表示されるコンテンツ・オブジェクトの識別は、例えば、年齢、宗教、
関心、あるいはこれらの任意の組み合わせなどの、ユーザのユーザ・プロフィール情報に
つながるコンテンツ・オブジェクトの成熟等級に少なくとも一部基づき決定される。制限
ではなく、例として、比較的高い成熟等級を備える「成人向け」コンテンツ・オブジェク
トは、ユーザが社会的に保守的である（例えば、年齢や宗教に基づく）ことを示すユーザ
・プロフィール情報に少なくとも一部基づき、示されることが抑止される。
【００２９】
　特定の実施形態において、例えばソーシャルネットワーキング・システム１６０の１人
以上のユーザがソーシャルネットワーキング・システム１６０上に格納される特定のコン
テンツ・オブジェクトに対して公衆の閲覧には攻撃的であるか不適切であるとフラグを立
てる１つ以上のコンテンツ・オブジェクトに関するユーザのフィードバックは、「フィル
タリング」基準の基礎である。更に、特定のコンテンツ・オブジェクトがソーシャルネッ
トワーキング・システム１６０から取り除かれなくても、クライアント・システム１０の
ＵＩ上へのフラグが立てられたコンテンツ・オブジェクトの表示は、ソーシャルネットワ
ーキング・システム１６０の他のユーザのフィードバックに少なくとも一部基づき抑えら
れる。制限ではなく、例として、ユーザは、粗野な言語によるコンテンツ・オブジェクト
を攻撃的であるとフラグを立てる。更に、ソーシャルネットワーキング・システム１６０
のＵＩは、特定のコンテンツ・オブジェクトに「スパム」としてフラグを立てるための、
ソーシャルネットワーキング・システム１６０のユーザ用の対話型の要素を含む。
【００３０】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０やサードパ
ーティ・システム１７０は、クライアント・システム１３０から所在情報を得るためのア
クティベーション信号を使用してクライアント・システム１３０にポーリングまたは「ｐ
ｉｎｇ」をする。特定の実施形態においては、所在情報は、上述したようなソーシャルネ
ットワーキング・システム１６０のロケーション・ストアに格納される。制限ではなく、
例として、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、クライアント・システム１
３０のロケーション・サービスをアクティベートするアクティベーション信号を送信する
ことにより、位置データ用のクライアント・システム１３０上で実行されるアプリケーシ
ョンやプログラムをポーリングする。アクティベーション信号はネットワーク１１０を使
用して送信される。特定の実施形態においては、クライアント・システム１３０のロケー
ション・サービスは、例えば、１つ以上の携帯電話の電波塔の位置、ＷＩ－ＦＩホット・
スポットに関連付けられたクラウドソーシングの所在情報、あるいはクライアント・シス
テム１３０の全地球測位システム（ＧＰＳ）機能の使用など１つ以上の測位方法を使用す
る。上述したように、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、手入力すること
なく自動的に、クライアント・システム１３０によって提供される位置データに一部基づ
きクライアント・システム１３０に関連付けられる地理的位置を判断する。これに代えて
、ソーシャルネットワーキング・システム１６０やサードパーティ・システム１７０は、
ユーザによる位置情報の更新の開始により、あるいはユーザによって行われる「チェック
イン」により、あるいはこれらの任意の組み合わせによって、クライアント・システム１
３０の位置データを受信する。
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【００３１】
　上述したように、特定の瞬間の成熟しきい値レベルはクライアント・システム１３０の
現在の地理的位置に少なくとも一部基づく。制限ではなく、例として、ソーシャルネット
ワーキング・システム１６０やサードパーティ・システム１７０は、例えばビジネスのタ
イプや数時間のオペレーションなどの特定の地理的位置に関連付けられたクライアント・
システム１３０の地理的位置およびアクセス・ディレクトリ情報を判断して地理的位置の
成熟しきい値レベルを決定する。例えば、クライアント・システム１３０から送信される
位置データは、クライアント・システム１３０が教会に現在位置することを判断するため
に関連付けられるディレクトリ情報と相関する。更に、ソーシャルネットワーキング・シ
ステム１６０やサードパーティ・システム１７０は、ディレクトリ情報に少なくとも一部
基づき、特定の地理的位置に比較的低い成熟しきい値レベルを割り当てる。特定の実施形
態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、クライアント・システ
ム１３０の現在の地理的位置に関連づけられる成熟しきい値レベルよりも低い成熟等級を
有するクライアント・システム１３０のＵＩ上に表示される、「友達」によって共有され
るコンテンツ・オブジェクトを識別する。制限ではなく、例として、クライアント・シス
テム１３０が例えばふれあい動物園などの比較的低い成熟しきい値レベルを備えた地理的
位置にある場合、比較的高い成熟等級を備えた「成人向け」コンテンツ・オブジェクトは
、クライアント・システム１３０のＵＩ上に表示されるように識別されない。別の例とし
て、クライアント・システム１３０が例えば酒類小売店のような比較的高い成熟しきい値
レベルを備える地理的位置にある場合、比較的高い成熟等級（例えば、「友達」がアルコ
ール飲料の商標を「いいね！」した旨の通知）を備える「成人向け」コンテンツ・オブジ
ェクトは、クライアント・システム１３０のＵＩ上に表示されるように識別される。後述
するように、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、異なる成熟しきい値レベ
ルを備える地理的位置間のクライアント・システム１３０の移動に基づき、クライアント
・システム１３０のＵＩ上に表示されるコンテンツ・オブジェクトの識別を動的に調整す
る。
【００３２】
　所定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザ
がソーシャルネットワーキング・システム１６０によってログを記録されるか、他のシス
テム（例、サードパーティ・システム１７０）と共有される行動を、例えば適切なプライ
バシー・セッティングを設定することによりオプトインまたはオプトアウトできるように
する認証サーバを含む。ソーシャルネットワーキング・システム１６０の認証サーバは、
ソーシャルネットワーキング・システム１６０のユーザの１つ以上のプライバシー設定を
強化するために使用される。ユーザのプライバシー設定により、ユーザに関連付けられた
特定の情報あるいはコンテンツ・オブジェクトをどのように共有するかが決定される。特
定の実施形態においては、他のユーザによって共有され、また、クライアント・システム
１３０のＵＩ上に表示される、ソーシャルネットワーキング・システム１６０によって提
供されるコンテンツ・オブジェクトは、ソーシャルネットワーキング・システム１６０の
ユーザのプライバシー設定によって制限される。
【００３３】
　図２はモバイル・コンピューティング・デバイスを例示する。特定の実施形態において
は、クライアント・システムは上述したようなモバイル・コンピューティング・デバイス
１０である。本開示においては、任意の好適な物理的形態を取るモバイル・コンピューテ
ィング・デバイス１０が考えられる。特定の実施形態においては、モバイル・コンピュー
ティング・デバイス１０は後述するようなコンピューティング・システムである。限定で
はなく、例として、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、シングル・ボード
・コンピュータ・システム（ＳＢＣ）（例えばコンピュータ・オン・モジュール（ＣＯＭ
）やシステム・オン・モジュール（ＳＯＭ）などの）、ラップトップまたはノートブック
・コンピュータ・システム、携帯電話、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、タブ
レット・コンピュータ・システム、あるいはこれらの２つ以上の組み合わせである。特定
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の実施形態においては、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、入力コンポー
ネントとしてタッチ・センサ１２を有する。図２の例では、タッチ・センサ１２は、モバ
イル・デバイス１０の前面上に組み込まれる。静電容量式タッチ・センサの場合には、送
受信の２つのタイプの電極が設けられる。これらの電極は、電気的なパルスにより送信電
極を駆動するとともに接触または近接入力により生じる受信電極からの静電容量の変化を
測定するように構成されるコントローラに接続される。図２の例では、１つ以上のアンテ
ナ１４Ａおよび１４Ｂが、モバイル・コンピューティング・デバイス１０の１つ以上の側
部に組み込まれる。アンテナ１４Ａおよび１４Ｂは、電流を電波に変換し、またその逆も
行うコンポーネントである。信号の送信時に、トランスミッタは、アンテナ１４Ａおよび
１４Ｂの端子に振動する高周波（ＲＦ）電流を適用し、アンテナ１４Ａおよび１４Ｂは適
用された電流のエネルギーを電磁（ＥＭ）波として放射する。信号の受信時に、アンテナ
１４Ａおよび１４Ｂは、アンテナ１４Ａおよび１４Ｂの端子で入力されるＥＭ波の電力を
電圧に変換する。電圧は増幅用のレシーバに送信される。
【００３４】
　多くのモバイル・コンピューティング・デバイス１０は、イーサネット（登録商標）や
他の有線ベースのネットワークやワイヤレスＮＩＣ（ＷＮＩＣ）と通信するためのアンテ
ナ１４Ａおよび１４Ｂに接続される通信コンポーネントと、例えば、セルラー・ネットワ
ーク、第三世代移動体通信（３Ｇ）や、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ネ
ットワークと通信するためのＷｉ－Ｆｉネットワークやモデムなどのワイヤレス・ネット
ワークと通信するための無線アダプタとを含む。本開示においては、任意の好適なネット
ワークおよびこれに対応する任意の好適な通信コンポーネントが考えられる。限定ではな
く、例として、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、アド・ホック・ネット
ワーク、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワー
ク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネ
ットワーク（ＭＡＮ）、またはインターネットの１つまたは複数の部分、またはこれらの
うちの複数の組合せと通信することができる。これらのネットワークのうちの１つまたは
複数の１つまたは複数の部分は、有線または無線であることが可能である。別例として、
モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、ワイヤレスＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（たと
えば、ブルートゥースＷＰＡＮなど）、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク、ＷＩ－ＭＡＸネットワ
ーク、セルラー電話ネットワーク（たとえば、グローバル・システム・フォー・モバイル
・コミュニケーションズ（ＧＳＭ（登録商標））ネットワーク、３Ｇ、あるいはＬＴＥネ
ットワークなど）、またはその他の適切なワイヤレス・ネットワーク、またはこれらのう
ちの複数の組合せと通信することができる。モバイル・コンピューティング・デバイス１
０は、これらのネットワークのうちの任意のものに対応する任意の好適な通信コンポーネ
ントを含む。本開示は、特定のコンピューティング・デバイスを例示するとともに記述す
るが、本開示においては、例えば、パソコン、タブレット・コンピュータ、接続している
テレビ、あるいはスマートフォンなどの任意の適切なタイプのコンピューティング・デバ
イス上で実行されるロック・スクリーンが考えられる。
【００３５】
　上述したように、モバイル・コンピューティング・デバイス１０は、ネットワークを介
してソーシャルネットワーキング・システムと通信する。特定の実施形態においては、モ
バイル・コンピューティング・デバイス１０はソーシャルネットワーキング・システムか
らネットワークを介して１つ以上のコンテンツ・オブジェクトに対応するデータを受信す
る。特定の実施形態においては、電力を供給する際、モバイル・コンピューティング・デ
バイス１０は、ソーシャルネットワーキング・システムまたはサードパーティ・システム
と通信し、モバイル・コンピューティング・システム１０の特定のＵＩ上に表示される、
ソーシャルネットワーキング・システム上に格納された１つ以上のコンテンツ・オブジェ
クトを動的に要求する。上述したように、１つ以上のコンテンツ・オブジェクトが、ユー
ザの「友達」によってソーシャルネットワーキング・システム上で共有される。後述する
ように、ソーシャルネットワーキング・システムから受信されるデータに対応するコンテ
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ンツ・オブジェクトは、モバイル・コンピューティング・デバイス１０の１つ以上のＵＩ
上に表示される。特定の実施形態においては、モバイル・コンピューティング・デバイス
１０は、ソーシャルネットワーキング・システムから受信されるコンテンツ・オブジェク
ト上の１つ以上の「フィルタリング」基準を適用し、「フィルタリング」基準の適用に少
なくとも一部基づきモバイル・コンピューティング・デバイス１０の１つ以上のＵＩ上に
表示するように１つ以上のコンテンツ・オブジェクトを識別する。
【００３６】
　特定の実施形態においては、モバイル・コンピューティング・デバイス１０のＵＩは、
上述したように、ソーシャルグラフの情報に少なくとも一部基づいて識別されるユーザの
「友達」によって共有されるコンテンツ・オブジェクトを表示する。特定の実施形態にお
いては、社会的にフィルタリングされたコンテンツ・オブジェクトを備えるＵＩは、例え
ばモバイル・コンピューティング・デバイス１０のロック・スクリーンなどのＵＩである
。ロック・スクリーンはロックされたモードにある間、モバイル・コンピューティング・
デバイス１０との任意のまたは特定の対話を防止する。ロック・スクリーンは、モバイル
・コンピューティング・デバイス１０がロックされたモードにある場合に表示され、モバ
イル・コンピューティング・デバイス１０は、予め定められたタッチ・ジェスチャを行う
ことにより、ロックされたモードから解放されるか、暗証番号（ＰＩＮ）ロックに指向す
る。特定の実施形態においては、ユーザは、予め定められたタッチ・ジェスチャを行うこ
とにより、モバイル・コンピューティング・デバイス１０の通常の操作中に、ユーザに利
用可能な全機能または機能の一部にアクセス可能である。本開示は特定のＵＩ要素を備え
る特定のＵＩを例示するとともに記述するが、本開示においては、任意の適切なＵＩ要素
を備える、永続的または非永続的な任意の適切なＵＩが考えられる。
【００３７】
　図３Ａおよび図３Ｂは、例示のＵＩのための、社会的にフィルタリングされたコンテン
ツ・オブジェクトを備える例示のワイヤフレームを示す。本開示は特定のコンピューティ
ング・デバイスの特定のＵＩ上の社会的にフィルタリングされたコンテンツ・オブジェク
トの表示を例示するとともに記述するが、本開示においては、例えばラップトップやデス
クトップ・コンピュータなどの任意の適切なコンピューティング・デバイスの任意の適切
なＵＩ上に社会的にフィルタリングされたコンテンツ・オブジェクトを表示することが考
えられる。上述したように、社会的にフィルタリングされたコンテンツ・オブジェクト５
０Ａおよび５０Ｂを備えたＵＩ５４は、モバイル・コンピューティング・デバイス１０が
ロックされたモードにある場合に表示されるロック・スクリーンである。上述したように
、ＵＩ５４上に表示されるコンテンツ・オブジェクト５０Ａおよび５０Ｂの識別は、１つ
以上の「フィルタリング」基準に少なくとも一部基づく。制限ではなく、例として、ユー
ザ「ジョー・スミス」によって共有されるコンテンツ・オブジェクト５０Ａは、上述した
ように、ユーザ「ジョー・スミス」と、モバイル・コンピューティング・デバイス１０に
関連付けられたユーザとの間の近接に基づきＵＩ５４上に表示されるように識別される。
図３Ａに例示するように、ユーザ「ドリー」によって共有されるコンテンツ・オブジェク
ト５０Ａは、ユーザ「ドリー」および例えばボート・レースのような共通の関心を有する
モバイル・コンピューティング・デバイス１０に関連付けられたユーザを示すユーザ・プ
ロフィール情報に少なくとも一部基づきＵＩ５４上に表示されるように識別される。
【００３８】
　特定の実施形態においては、モバイル・コンピューティング・デバイス１０のＵＩ５４
上に表示されるコンテンツ・オブジェクト５０Ａおよび５０Ｂの識別は、上述した異なる
成熟しきい値レベルを備える地理的位置間のモバイル・コンピューティング・デバイス１
０の移動に少なくとも一部基づき動的に調整される。本開示は動的に特定の「フィルタリ
ング」基準に少なくとも一部基づき表示するための社会的にフィルタリングされた通知の
識別を動的に調整することを記述するが、本開示においては、例えば時刻のような任意の
適切な基準に基づき社会的にフィルタリングされたコンテンツ・オブジェクトの識別を動
的に調整することが考えられる。図３Ａに例示するように、比較的低い成熟等級を有する
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１つ以上のコンテンツ・オブジェクト５０Ａが、例えば、子どものびっくりハウスなどの
比較的低い成熟しきい値レベルを備える地理的位置にあるモバイル・コンピューティング
・デバイス１０に応じてＵＩ５４上に表示される。制限ではなく、例として、ＵＩ５４に
示されるコンテンツ・オブジェクト５０Ａはそれぞれ現在の地理的位置に関連付けられた
成熟しきい値レベルよりも低い成熟等級を有する。更に、成熟しきい値レベル以上の成熟
等級を備えるコンテンツ・オブジェクト５０Ｂの表示が抑えられる。図３Ｂに例示するよ
うに、比較的高い成熟しきい値レベルを備える１つ以上のコンテンツ・オブジェクト５０
Ｂが、比較的低い成熟しきい値レベルを備える地理的位置から例えばスポーツバーのよう
な比較的高い成熟等級を備える地理的位置に移動するモバイル・コンピューティング・デ
バイス１０に応じてＵＩ５４上に表示される。制限ではなく、例として、コンテンツ・オ
ブジェクト５０Ｂは、例えば他のユーザによって「スパム」としてフラグが立てられてい
るか「成人向け」エンティティに関連付けられる暴力的グラフィックや、きわどいジョー
クなどの特性を有するコンテンツ・オブジェクト５０Ｂに基づき比較的高い成熟等級が割
り当てられる。逆に、コンテンツ・オブジェクト５０Ａおよび５０Ｂの表示の動的調整は
、比較的高い成熟しきい値レベルを備える地理的位置から低い成熟しきい値レベルを備え
る地理的位置に移動するモバイル・コンピューティング・デバイス１０に応じて行われる
。
【００３９】
　これに代えて、あるいは付加的に、表示するコンテンツ・オブジェクトの識別および成
熟しきい値レベルの決定は、時刻に少なくとも一部基づく。制限ではなく、例として、「
成人向け」コンテンツ・オブジェクト５０Ｂは、例えば午後１０時以降のような比較的高
い成熟しきい値レベルを有する時間にＵＩ５４上に表示されるように識別される。更に、
コンテンツ・オブジェクト５０Ａおよび５０Ｂの表示は、比較的低い成熟等級を備えるコ
ンテンツ・オブジェクト５０Ａが昼間時間にＵＩ５４上に表示され、比較的高い成熟等級
を備えるコンテンツ・オブジェクト５０Ｂが遅い夜間に表示されるように、時間にわたっ
て調整される。
【００４０】
　図４は、ＵＩ上でアプリケーションをソーシャライズする例示の方法を示す。方法は工
程３００から開始する。工程３００において、コンピューティング・デバイスは、１つ以
上の基準に少なくとも一部基づき表示されるコンテンツ・オブジェクトを識別する。特定
の実施形態においては、基準は、第１のユーザと、１人以上の第２のユーザあるいは第１
のユーザの現在の地理的位置との間のソーシャルグラフの情報に少なくとも一部基づき表
示される各コンテンツ・オブジェクトの適応性の尺度である。特定の実施形態においては
、コンピューティング・デバイスはソーシャルネットワーキング・システムのサーバ・コ
ンピューティング・デバイスである。特定の実施形態においては、コンピューティング・
デバイスは第１のユーザのモバイル・コンピューティング・デバイスであり、ＵＩはモバ
イル・コンピューティング・デバイスのロック・スクリーンである。工程３０２では、コ
ンピューティング・デバイスによって、コンテンツ・オブジェクトに基準が適用される。
工程３０４では、コンピューティング・デバイスは、基準に少なくとも一部基づきコンテ
ンツ・オブジェクトが表示に適切であるかどうかを判断し、これに基づいてユーザ・イン
ターフェース（ＵＩ）上にコンテンツ・オブジェクトを表示する。この時点で方法は終了
する。本開示は特定の順序で生じるものとして図４の方法の特定の工程について記述し、
例示しているが、本開示において任意の好適な順序で生じる図４の方法の任意の好適な工
程も考えられる。更に、本開示は図４の方法の特定の工程を行う特定のコンポーネントに
ついて記述し、例示するが、本開示においては、図４の方法の任意の適切な工程を実施す
る任意の適切なコンポーネントの任意の適切な組み合わせも考えられる。
【００４１】
　図５は、例示的なソーシャルグラフ２００を示している。特定の実施形態においては、
ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数のソーシャルグラフ２
００を１つまたは複数のデータ・ストア内に格納することができる。特定の実施形態にお
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いては、ソーシャルグラフ２００は、複数のノード（複数のユーザ・ノード２０２、また
は複数のコンセプト・ノード２０４を含むことができる）と、ノード同士をつなげる複数
のエッジ２０６とを含むことができる。図５において示されている例示的なソーシャルグ
ラフ２００は、教示上の目的から、２次元のビジュアル・マップ表示で示されている。特
定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、クライアント
・システム１３０、またはサードパーティ・システム１７０は、適切なアプリケーション
に関してソーシャルグラフ２００および関連したソーシャルグラフ情報にアクセスするこ
とができる。ソーシャルグラフ２００のノードおよびエッジは、データ・オブジェクトと
して、たとえば（ソーシャルグラフ・データベースなどの）データ・ストア内に格納され
ることが可能である。そのようなデータ・ストアは、ソーシャルグラフ２００のノードま
たはエッジの１つまたは複数の検索可能なまたはクエリ可能なインデックスを含むことが
できる。
【００４２】
　特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０のユーザに対応することができる。限定ではなく、例として、ユーザは、
ソーシャルネットワーキング・システム１６０と、またはソーシャルネットワーキング・
システム１６０を介して対話または通信する個人（人間のユーザ）、エンティティ（たと
えば、企業、ビジネス、もしくはサードパーティ・アプリケーション）、または（たとえ
ば、個人もしくはエンティティの）グループであることが可能である。特定の実施形態に
おいては、あるユーザがソーシャルネットワーキング・システム１６０とのアカウントに
登録した場合には、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、そのユーザに対応
するユーザ・ノード２０２を作成し、そのユーザ・ノード２０２を１つまたは複数のデー
タ・ストア内に格納することができる。本明細書において記述されているユーザおよびユ
ーザ・ノード２０２は、適切な場合には、登録されているユーザ、および登録されている
ユーザに関連付けられているユーザ・ノード２０２を指すことができる。追加として、ま
たは代替として、本明細書において記述されているユーザおよびユーザ・ノード２０２は
、適切な場合には、ソーシャルネットワーキング・システム１６０に登録されていないユ
ーザを指すことができる。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、ユーザ
によって提供された情報、またはソーシャルネットワーキング・システム１６０を含むさ
まざまなシステムによって収集された情報に関連付けられることが可能である。限定では
なく、例として、ユーザは、自分の名前、プロフィール画像、連絡先情報、生年月日、性
別、婚姻状況、家族状況、勤務先、学歴、好み、関心、またはその他の人口統計学的情報
を提供することができる。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、ユーザ
に関連付けられている情報に対応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトに関連付け
られることが可能である。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、１つま
たは複数のウェブページに対応することができる。
【００４３】
　特定の実施形態においては、コンセプト・ノード２０４は、コンセプトに対応すること
ができる。限定ではなく、例として、コンセプトは、場所（たとえば、映画館、レストラ
ン、ランドマーク、もしくは都市など）、ウェブサイト（たとえば、ソーシャルネットワ
ーク・システム１６０に関連付けられているウェブサイト、もしくはウェブアプリケーシ
ョン・サーバに関連付けられているサードパーティ・ウェブサイトなど）、エンティティ
（たとえば、人、企業、グループ、スポーツ・チーム、もしくは有名人など）、ソーシャ
ルネットワーキング・システム１６０内に、もしくはウェブアプリケーション・サーバな
どの外部サーバ上に配置されることが可能であるリソース（たとえば、オーディオ・ファ
イル、ビデオ・ファイル、デジタル写真、テキスト・ファイル、構造化されたドキュメン
ト、もしくはアプリケーションなど）、物的もしくは知的財産（たとえば、彫塑、絵画、
映画、ゲーム、曲、アイディア、写真、もしくは執筆作品など）、ゲーム、アクティビテ
ィ、アイディアもしくは理論、別の適切なコンセプト、または複数のそのようなコンセプ
トに対応することができる。コンセプト・ノード２０４は、ユーザによって提供されたコ
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ンセプトの情報、またはソーシャルネットワーキング・システム１６０を含むさまざまな
システムによって収集された情報に関連付けられることが可能である。限定ではなく、例
として、コンセプトの情報は、名前もしくはタイトル、１つもしくは複数のイメージ（た
とえば、本の表紙のイメージ）、ロケーション（たとえば、住所もしくは地理的ロケーシ
ョン）、（ＵＲＬに関連付けられることが可能である）ウェブサイト、連絡先情報（たと
えば、電話番号もしくはＥメール・アドレス）、その他の適切なコンセプト情報、または
そのような情報の任意の適切な組合せを含むことができる。特定の実施形態においては、
コンセプト・ノード２０４は、コンセプト・ノード２０４に関連付けられている情報に対
応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトに関連付けられることが可能である。特定
の実施形態においては、コンセプト・ノード２０４は、１つまたは複数のウェブページに
対応することができる。
【００４４】
　特定の実施形態においては、ソーシャルグラフ２００内のノードは、ウェブページ（「
プロフィール・ページ」と呼ばれる場合もある）を表すこと、またはウェブページによっ
て表されることが可能である。プロフィール・ページは、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０によってホストされること、またはソーシャルネットワーキング・システ
ム１６０にとってアクセス可能であることが可能である。プロフィール・ページは、サー
ドパーティ・サーバ１７０に関連付けられているサードパーティ・ウェブサイト上にホス
トされることも可能である。限定ではなく、例として、特定の外部ウェブページに対応す
るプロフィール・ページは、その特定の外部ウェブページであることが可能であり、その
プロフィール・ページは、特定のコンセプト・ノード２０４に対応することができる。プ
ロフィール・ページは、その他のユーザのうちのすべてまたは選択されたサブセットによ
って閲覧できることが可能である。限定ではなく、例として、ユーザ・ノード２０２は、
対応するユーザプロフィール・ページを有することができ、そのユーザプロフィール・ペ
ージにおいては、対応するユーザが、コンテンツを付加すること、言明を行うこと、また
はその他の形で自分自身を表現することが可能である。限定ではなく、別の例として、コ
ンセプト・ノード２０４は、対応するコンセプトプロフィール・ページを有することがで
き、そのコンセプトプロフィール・ページにおいては、１人または複数のユーザが、特に
コンセプト・ノード２０４に対応するコンセプトに関連して、コンテンツを付加すること
、言明を行うこと、または自分自身を表現することが可能である。
【００４５】
　特定の実施形態においては、コンセプト・ノード２０４は、サードパーティ・システム
１７０によってホストされているサードパーティ・ウェブページまたはリソースを表すこ
とができる。サードパーティ・ウェブページまたはリソースは、数ある要素の中でも、コ
ンテンツ、選択可能なもしくはその他のアイコン、または、アクションもしくはアクティ
ビティを表す（たとえば、ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）、ＡＪＡＸ、もしくはＰＨ
Ｐコードで実装されることが可能である）その他の対話可能なオブジェクトを含むことが
できる。限定ではなく、例として、サードパーティ・ウェブページは、「いいね！」、「
チェックイン」、「食べる」、「推奨する」、または別の適切なアクションもしくはアク
ティビティなどの選択可能なアイコンを含むことができる。サードパーティ・ウェブペー
ジを閲覧しているユーザは、それらのアイコンのうちの１つ（たとえば、「食べる」）を
選択することによってアクションを実行して、クライアント・システム１３０に、そのユ
ーザのアクションを示すメッセージをソーシャルネットワーキング・システム１６０へ送
信させることができる。そのメッセージに応答して、ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０は、ユーザに対応するユーザ・ノード２０２と、サードパーティ・ウェブペー
ジまたはリソースに対応するコンセプト・ノード２０４との間においてエッジ（たとえば
、「食べる」エッジ）を作成して、エッジ２０６を１つまたは複数のデータ・ストア内に
格納することができる。
【００４６】
　特定の実施形態においては、ソーシャルグラフ２００内の１対のノードが、１つまたは
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複数のエッジ２０６によって互いにつながることが可能である。１対のノードをつなげる
エッジ２０６は、それらの１対のノードの間における関係を表すことができる。特定の実
施形態においては、エッジ２０６は、１対のノードの間における関係に対応する１つまた
は複数のデータ・オブジェクトまたは属性を含むことまたは表すことが可能である。限定
ではなく、例として、第１のユーザは、第２のユーザが第１のユーザの「友達」であると
いうことを示すことができる。この表示に応答して、ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０は、「友達要求」を第２のユーザに送信することができる。第２のユーザがそ
の「友達要求」を承認した場合には、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、
ソーシャルグラフ２００内で第１のユーザのユーザ・ノード２０２を第２のユーザのユー
ザ・ノード２０２につなげるエッジ２０６を作成して、エッジ２０６をソーシャルグラフ
情報としてデータ・ストア２４のうちの１つまたは複数の中に格納することができる。図
５の例においては、ソーシャルグラフ２００は、ユーザ「Ａ」のユーザ・ノード２０２と
、ユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード２０２との間における友達関係を示すエッジ２０６と、
ユーザ「Ｃ」のユーザ・ノード２０２と、ユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード２０２との間に
おける友達関係を示すエッジとを含む。本開示は、特定のユーザ・ノード２０２同士をつ
なげる特定の属性を伴う特定のエッジ２０６を記述している、または示しているが、本開
示は、ユーザ・ノード２０２同士をつなげる任意の適切な属性を伴う任意の適切なエッジ
２０６を想定している。限定ではなく、例として、エッジ２０６は、友達関係、家族関係
、ビジネスもしくは雇用関係、ファン関係、フォロワー関係、ビジター関係、サブスクラ
イバ関係、上下関係、互恵的関係、非互恵的関係、別の適切なタイプの関係、または複数
のそのような関係を表すことができる。その上、本開示は一般に、ノード同士をつながっ
ているものとして記述しているが、本開示はまた、ユーザ同士またはコンセプト同士をつ
ながっているものとして記述している。本明細書においては、つながっているユーザ同士
またはコンセプト同士への言及は、適切な場合には、１つまたは複数のエッジ２０６によ
ってソーシャルグラフ２００内でつながっているそれらのユーザ同士またはコンセプト同
士に対応するノード同士を指すことができる。
【００４７】
　特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間
におけるエッジ２０６は、ユーザ・ノード２０２に関連付けられているユーザによって、
コンセプト・ノード２０４に関連付けられているコンセプトに対して実行された特定のア
クションまたはアクティビティを表すことができる。限定ではなく、例として、図５にお
いて示されているように、ユーザは、コンセプトに対して「いいね！を表明すること」、
「通うこと」、「プレイすること」、「聴くこと」、「料理すること」、「勤務すること
」、または「観ること」を行った可能性があり、それらのそれぞれは、エッジタイプまた
はサブタイプに対応することができる。コンセプト・ノード２０４に対応するコンセプト
プロフィール・ページは、たとえば、選択可能な「チェックイン」アイコン（たとえば、
クリック可能な「チェックイン」アイコンなど）、または選択可能な「いいね！」アイコ
ンを含むことができる。別例として、クライアント・システムのソーシャライズされたダ
ッシュは、選択可能な「チェックイン」アイコン（例えば、クリック可能な「チェックイ
ン」アイコンなど）を含む。同様に、ユーザがこれらのアイコンをクリックした後に、ソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０は、それぞれのアクションに対応するユーザ
のアクションに応答して「お気に入り」エッジまたは「チェックイン」エッジを作成する
ことができる。限定ではなく、別の例として、あるユーザ（ユーザ「Ｃ」）が、特定のア
プリケーション（オンライン音楽アプリケーションであるＳＰＯＴＩＦＹ）を使用して特
定の曲（「ランブル・オン」）を聴く場合がある。このケースにおいては、ソーシャルネ
ットワーキング・システム１６０は、そのユーザに対応するユーザ・ノード２０２と、そ
の曲およびアプリケーションに対応するコンセプト・ノード２０４との間において、（図
５に示されているような）「聴いた」エッジ２０６および「使用した」エッジを作成して
、そのユーザがその曲を聴いてそのアプリケーションを使用したということを示すことが
できる。その上、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、その曲に対応するコ
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ンセプト・ノード２０４と、そのアプリケーションに対応するコンセプト・ノード２０４
との間において、（図５に示されているような）「再生した」エッジ２０６を作成して、
その特定の曲がその特定のアプリケーションによって再生されたということを示すことが
できる。このケースにおいては、「再生した」エッジ２０６は、外部アプリケーション（
ＳＰＯＴＩＦＹ）によって外部オーディオ・ファイル（「イマジン」という曲）に関して
実行されたアクションに対応する。本開示は、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノー
ド２０４とをつなげる特定の属性を伴う特定のエッジ２０６について記述しているが、本
開示は、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４とをつなげる任意の適切な属
性を伴う任意の適切なエッジ２０６を想定している。その上、本開示は、単一の関係を表
すユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間におけるエッジについて記述
しているが、本開示は、１つまたは複数の関係を表すユーザ・ノード２０２とコンセプト
・ノード２０４との間におけるエッジを想定している。限定ではなく、例として、エッジ
２０６は、ユーザが特定のコンセプトに対して「いいね！」を表明しているということ、
およびその特定のコンセプトを使用したということの両方を表すことができる。あるいは
、別のエッジ２０６は、（図５において、ユーザ「Ｅ」を表すユーザ・ノード２０２と、
「ＳＰＯＴＩＦＹ」を表すコンセプト・ノード２０４との間において示されているような
）ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間におけるそれぞれのタイプの
関係（または、単一の関係が複数集まったもの）を表すことができる。
【００４８】
　特定の実施形態においては、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ソーシ
ャルグラフ２００内でユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間において
エッジ２０６を作成することができる。限定ではなく、例として、（たとえば、ユーザの
クライアント・システム１３０によってホストされているウェブ・ブラウザまたは専用の
アプリケーションを使用することなどによって）コンセプトプロフィール・ページを閲覧
しているユーザは、「いいね！」アイコンをクリックまたは選択することにより、コンセ
プト・ノード２０４によって表されているコンセプトを自分が気に入っているということ
を示すことができ、その「いいね！」アイコンをクリックまたは選択することは、ユーザ
のクライアント・システム１３０に、そのコンセプトプロフィール・ページに関連付けら
れているそのコンセプトをそのユーザが気に入っているということを示すメッセージをソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０へ送信させることができる。そのメッセージ
に応答して、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、そのユーザとコンセプト
・ノード２０４との間における「いいね！」エッジ２０６によって示されているように、
そのユーザに関連付けられているユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との
間においてエッジ２０６を作成することができる。特定の実施形態においては、ソーシャ
ルネットワーキング・システム１６０は、エッジ２０６を１つまたは複数のデータ・スト
ア内に格納することができる。特定の実施形態においては、エッジ２０６は、特定のユー
ザ・アクションに応答してソーシャルネットワーキング・システム１６０によって自動的
に形成されることが可能である。限定ではなく、例として、第１のユーザが、画像をアッ
プロードすること、映画を観ること、または曲を聴くことを行った場合には、エッジ２０
６は、第１のユーザに対応するユーザ・ノード２０２と、それらのコンセプトに対応する
コンセプト・ノード２０４との間において形成されることが可能である。本開示は、特定
の様式で特定のエッジ２０６を形成することについて記述しているが、本開示は、任意の
適切な様式で任意の適切なエッジ２０６を形成することを想定している。
【００４９】
　図６は、例示的なコンピューティング・システムを示している。特定の実施形態におい
ては、１つまたは複数のコンピュータ・システム６０が、本明細書において記述されてい
るまたは示されている１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を実行する。特定の
実施形態においては、１つまたは複数のコンピュータ・システム６０が、本明細書におい
て記述されているまたは示されている機能を提供する。特定の実施形態においては、１つ
または複数のコンピュータ・システム６０上で稼働するソフトウェアが、本明細書におい
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て記述されているもしくは示されている１つもしくは複数の方法の１つもしくは複数の工
程を実行し、または本明細書において記述されているもしくは示されている機能を提供す
る。特定の実施形態は、１つまたは複数のコンピュータ・システム６０の１つまたは複数
の部分を含む。本明細書においては、コンピュータ・システムへの言及は、適切な場合に
は、コンピューティング・デバイスを包含することができる。その上、コンピュータ・シ
ステムへの言及は、適切な場合には、１つまたは複数のコンピュータ・システムを包含す
ることができる。
【００５０】
　本開示は、任意の適切な数のコンピュータ・システム６０を想定している。本開示は、
任意の適切な物理的な形態を取るコンピュータ・システム６０を想定している。限定では
なく、例として、コンピュータ・システム６０は、組み込みコンピュータ・システム、シ
ステムオンチップ（ＳＯＣ）、シングルボード・コンピュータ・システム（ＳＢＣ）（た
とえば、コンピュータオンモジュール（ＣＯＭ）もしくはシステムオンモジュール（ＳＯ
Ｍ）など）、デスクトップ・コンピュータ・システム、ラップトップもしくはノートブッ
ク・コンピュータ・システム、インタラクティブ・キオスク、メインフレーム、コンピュ
ータ・システムのメッシュ、モバイル電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、サーバ、タブレッ
ト・コンピュータ・システム、またはこれらのうちの複数の組合せであることが可能であ
る。適切な場合には、コンピュータ・システム６０は、１つもしくは複数のコンピュータ
・システム６０を含むこと、単一型もしくは分散型であること、複数のロケーションにわ
たること、複数のマシンにわたること、複数のデータセンターにわたること、または、ク
ラウド（１つもしくは複数のネットワーク内の１つもしくは複数のクラウド・コンポーネ
ントを含むことができる）内に常駐することが可能である。適切な場合には、１つまたは
複数のコンピュータ・システム６０は、本明細書において記述されているまたは示されて
いる１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を、実質的な空間上のまたは時間上の
制限を伴わずに実行することができる。限定ではなく、例として、１つまたは複数のコン
ピュータ・システム６０は、本明細書において記述されているまたは示されている１つま
たは複数の方法の１つまたは複数の工程をリアル・タイムで、またはバッチ・モードで実
行することができる。１つまたは複数のコンピュータ・システム６０は、適切な場合には
、本明細書において記述されているまたは示されている１つまたは複数の方法の１つまた
は複数の工程を別々の時点で、または別々のロケーションで実行することができる。
【００５１】
　特定の実施形態においては、コンピュータ・システム６０は、プロセッサ６２、メモリ
６４、ストレージ６６、入力／出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース６８、通信インタフェース
７０、およびバス７２を含む。本開示は、特定の数の特定のコンポーネントを特定の構成
で有する特定のコンピュータ・システムについて記述し、示しているが、本開示は、任意
の適切な数の任意の適切なコンポーネントを任意の適切な構成で有する任意の適切なコン
ピュータ・システムを想定している。
【００５２】
　特定の実施形態においては、プロセッサ６２は、コンピュータ・プログラムを構成して
いる命令などの命令を実行するためのハードウェアを含む。限定ではなく、例として、命
令を実行するために、プロセッサ６２は、内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ６４、
またはストレージ６６から命令を取り出し（またはフェッチし）、それらの命令をデコー
ドして実行し、次いで、１つまたは複数の結果を内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ
６４、またはストレージ６６に書き込むことができる。特定の実施形態においては、プロ
セッサ６２は、データ、命令、またはアドレスのための１つまたは複数の内部キャッシュ
を含むことができる。本開示は、適切な場合には、任意の適切な数の任意の適切な内部キ
ャッシュを含むプロセッサ６２を想定している。限定ではなく、例として、プロセッサ６
２は、１つまたは複数の命令キャッシュ、１つまたは複数のデータ・キャッシュ、および
１つまたは複数の変換ルックアサイド・バッファ（ＴＬＢ）を含むことができる。命令キ
ャッシュ内の命令は、メモリ６４またはストレージ６６内の命令のコピーであることが可



(23) JP 2016-515270 A 2016.5.26

10

20

30

40

50

能であり、命令キャッシュは、プロセッサ６２によるそれらの命令の取り出しをスピード
アップすることができる。データ・キャッシュ内のデータは、プロセッサ６２において実
行される命令が機能する際に基づくメモリ６４もしくはストレージ６６内のデータのコピ
ー、プロセッサ６２において実行される後続の命令によるアクセスのための、もしくはメ
モリ６４もしくはストレージ６６への書き込みのためのプロセッサ６２において実行され
た以前の命令の結果、またはその他の適切なデータであることが可能である。データ・キ
ャッシュは、プロセッサ６２による読み取りオペレーションまたは書き込みオペレーショ
ンをスピードアップすることができる。ＴＬＢは、プロセッサ６２のための仮想アドレス
変換をスピードアップすることができる。特定の実施形態においては、プロセッサ６２は
、データ、命令、またはアドレスのための１つまたは複数の内部レジスタを含むことがで
きる。本開示は、適切な場合には、任意の適切な数の任意の適切な内部レジスタを含むプ
ロセッサ６２を想定している。適切な場合には、プロセッサ６２は、１つまたは複数の演
算ロジック・ユニット（ＡＬＵ）を含むこと、マルチコア・プロセッサであること、また
は１つもしくは複数のプロセッサ６２を含むことが可能である。本開示は、特定のプロセ
ッサについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なプロセッサを想定している
。
【００５３】
　特定の実施形態においては、メモリ６４は、プロセッサ６２が実行するための命令、ま
たはプロセッサ６２が機能する際に基づくデータを格納するためのメイン・メモリを含む
。限定ではなく、例として、コンピュータ・システム６０は、命令をストレージ６６また
は別のソース（たとえば、別のコンピュータ・システム６０など）からメモリ６４にロー
ドすることができる。次いでプロセッサ６２は、命令をメモリ６４から内部レジスタまた
は内部キャッシュにロードすることができる。命令を実行するために、プロセッサ６２は
、命令を内部レジスタまたは内部キャッシュから取り出し、それらの命令をデコードする
ことができる。命令の実行中または実行後に、プロセッサ６２は、１つまたは複数の結果
（それらは、中間の結果または最終的な結果である場合がある）を内部レジスタまたは内
部キャッシュに書き込むことができる。次いでプロセッサ６２は、それらの結果のうちの
１つまたは複数をメモリ６４に書き込むことができる。特定の実施形態においては、プロ
セッサ６２は、（ストレージ６６またはその他の場所ではなく）１つもしくは複数の内部
レジスタもしくは内部キャッシュ内の、またはメモリ６４内の命令のみを実行し、（スト
レージ６６またはその他の場所ではなく）１つもしくは複数の内部レジスタもしくは内部
キャッシュ内の、またはメモリ６４内のデータ上でのみ機能する。１つまたは複数のメモ
リ・バス（それらはそれぞれ、アドレス・バスおよびデータ・バスを含むことができる）
は、プロセッサ６２をメモリ６４に結合することができる。バス７２は、以降で記述され
ているような１つまたは複数のメモリ・バスを含むことができる。特定の実施形態におい
ては、１つまたは複数のメモリ管理ユニット（ＭＭＵ）が、プロセッサ６２とメモリ６４
との間に常駐し、プロセッサ６２によって要求されるメモリ６４へのアクセスを容易にす
る。特定の実施形態においては、メモリ６４は、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）
を含む。このＲＡＭは、適切な場合には、揮発性メモリであることが可能である。適切な
場合には、このＲＡＭは、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）またはスタティックＲＡＭ（
ＳＲＡＭ）であることが可能である。その上、適切な場合には、このＲＡＭは、シングル
ポートＲＡＭまたはマルチポートＲＡＭであることが可能である。本開示は、任意の適切
なＲＡＭを想定している。メモリ６４は、適切な場合には、１つまたは複数のメモリ６４
を含むことができる。本開示は、特定のメモリについて記述し、示しているが、本開示は
、任意の適切なメモリを想定している。
【００５４】
　特定の実施形態においては、ストレージ６６は、データまたは命令のためのマス・スト
レージを含む。限定ではなく、例として、ストレージ６６は、ハード・ディスク・ドライ
ブ（ＨＤＤ）、フロッピー（登録商標）・ディスク・ドライブ、フラッシュ・メモリ、光
ディスク、光磁気ディスク、磁気テープ、またはユニバーサル・シリアル・バス（ＵＳＢ
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）ドライブ、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。ストレージ６６は
、適切な場合には、取り外し可能なまたは取り外し不能な（すなわち、固定された）媒体
を含むことができる。ストレージ６６は、適切な場合には、コンピュータ・システム６０
の内部または外部に存在することが可能である。特定の実施形態においては、ストレージ
６６は、不揮発性のソリッドステート・メモリである。特定の実施形態においては、スト
レージ６６は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含む。適切な場合には、このＲＯＭは、
マスクプログラムＲＯＭ、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰ
ＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、電気的書替え可能ＲＯＭ（ＥＡＲ
ＯＭ）、またはフラッシュ・メモリ、またはこれらのうちの複数の組合せであることが可
能である。本開示は、任意の適切な物理的な形態を取るマス・ストレージ６６を想定して
いる。ストレージ６６は、適切な場合には、プロセッサ６２とストレージ６６との間にお
ける通信を容易にする１つまたは複数のストレージ・コントロール・ユニットを含むこと
ができる。適切な場合には、ストレージ６６は、１つまたは複数のストレージ６６を含む
ことができる。本開示は、特定のストレージについて記述し、示しているが、本開示は、
任意の適切なストレージを想定している。
【００５５】
　特定の実施形態においては、Ｉ／Ｏインタフェース６８は、コンピュータ・システム６
０と１つまたは複数のＩ／Ｏデバイスとの間における通信のための１つまたは複数のイン
タフェースを提供するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。コンピュー
タ・システム６０は、適切な場合には、これらのＩ／Ｏデバイスのうちの１つまたは複数
を含むことができる。これらのＩ／Ｏデバイスのうちの１つまたは複数は、人とコンピュ
ータ・システム６０との間における通信を可能にすることができる。限定ではなく、例と
して、Ｉ／Ｏデバイスは、キーボード、キーパッド、マイクロフォン、モニタ、マウス、
プリンタ、スキャナ、スピーカ、スチル・カメラ、スタイラス、タブレット、タッチ・ス
クリーン、トラックボール、ビデオ・カメラ、別の適切なＩ／Ｏデバイス、またはこれら
のうちの複数の組合せを含むことができる。Ｉ／Ｏデバイスは、１つまたは複数のセンサ
を含むことができる。本開示は、任意の適切なＩ／Ｏデバイス、およびそれらのＩ／Ｏデ
バイスのための任意の適切なＩ／Ｏインタフェース６８を想定している。適切な場合には
、Ｉ／Ｏインタフェース６８は、プロセッサ６２がこれらのＩ／Ｏデバイスのうちの１つ
または複数を駆動することを可能にする１つまたは複数のデバイス・ドライバまたはソフ
トウェア・ドライバを含むことができる。Ｉ／Ｏインタフェース６８は、適切な場合には
、１つまたは複数のＩ／Ｏインタフェース６８を含むことができる。本開示は、特定のＩ
／Ｏインタフェースについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なＩ／Ｏイン
タフェースを想定している。
【００５６】
　特定の実施形態においては、通信インタフェース７０は、コンピュータ・システム６０
と、１つもしくは複数のその他のコンピュータ・システム６０または１つもしくは複数の
ネットワークとの間における通信（たとえば、パケットベースの通信など）のための１つ
または複数のインタフェースを提供するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を
含む。限定ではなく、例として、通信インタフェース７０は、イーサネット（登録商標）
もしくはその他の有線ベースのネットワークと通信するためのネットワーク・インタフェ
ース・コントローラ（ＮＩＣ）もしくはネットワーク・アダプタ、またはＷＩ－ＦＩネッ
トワークなどのワイヤレス・ネットワークと通信するためのワイヤレスＮＩＣ（ＷＮＩＣ
）もしくはワイヤレス・アダプタを含むことができる。本開示は、任意の適切なネットワ
ーク、およびそのネットワークのための任意の適切な通信インタフェース７０を想定して
いる。限定ではなく、例として、コンピュータ・システム６０は、アド・ホック・ネット
ワーク、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワー
ク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネ
ットワーク（ＭＡＮ）、またはインターネットの１つまたは複数の部分、またはこれらの
うちの複数の組合せと通信することができる。これらのネットワークのうちの１つまたは
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複数の１つまたは複数の部分は、有線またはワイヤレスであることが可能である。例とし
て、コンピュータ・システム６０は、ワイヤレスＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（たとえば、ブルー
トゥースＷＰＡＮなど）、ＷＩ－ＦＩネットワーク、ＷＩ－ＭＡＸネットワーク、セルラ
ー電話ネットワーク（たとえば、グローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケ
ーションズ（ＧＳＭ（登録商標））ネットワークなど）、またはその他の適切なワイヤレ
ス・ネットワーク、またはこれらのうちの複数の組合せと通信することができる。コンピ
ュータ・システム６０は、適切な場合には、これらのネットワークのうちの任意のネット
ワークのための任意の適切な通信インタフェース７０を含むことができる。通信インタフ
ェース７０は、適切な場合には、１つまたは複数の通信インタフェース７０を含むことが
できる。本開示は、特定の通信インタフェースについて記述し、示しているが、本開示は
、任意の適切な通信インタフェースを想定している。
【００５７】
　特定の実施形態においては、バス７２は、コンピュータ・システム６０のコンポーネン
ト同士を互いに結合するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。限定では
なく、例として、バス７２は、アクセラレイティッド・グラフィックス・ポート（ＡＧＰ
）もしくはその他のグラフィックス・バス、エンハンスト・インダストリー・スタンダー
ド・アーキテクチャ（ＥＩＳＡ）バス、フロントサイド・バス（ＦＳＢ）、ハイパートラ
ンスポート（ＨＴ）インターコネクト、インダストリー・スタンダード・アーキテクチャ
（ＩＳＡ）バス、インフィニバンド・インターコネクト、ローピンカウント（ＬＰＣ）バ
ス、メモリ・バス、マイクロ・チャネル・アーキテクチャ（ＭＣＡ）バス、ペリフェラル
・コンポーネント・インターコネクト（ＰＣＩ）バス、ＰＣＩエクスプレス（ＰＣＩｅ）
バス、シリアル・アドバンスト・テクノロジー・アタッチメント（ＳＡＴＡ）バス、ビデ
オ・エレクトロニクス・スタンダーズ・アソシエーション・ローカル（ＶＬＢ）バス、ま
たは別の適切なバス、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。バス７２
は、適切な場合には、１つまたは複数のバス７２を含むことができる。本開示は、特定の
バスについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なバスまたはインターコネク
トを想定している。
【００５８】
　本明細書においては、１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、適切
な場合には、１つもしくは複数の半導体ベースのもしくはその他の集積回路（ＩＣ）（た
とえば、フィールドプログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）もしくは特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）など）、ハード・ディスク・ドライブ（ＨＤＤ）、ハイブリッド・
ハード・ドライブ（ＨＨＤ）、光ディスク、光ディスク・ドライブ（ＯＤＤ）、光磁気デ
ィスク、光磁気ドライブ、フロッピー（登録商標）・ディスケット、フロッピー（登録商
標）・ディスク・ドライブ（ＦＤＤ）、磁気テープ、ソリッドステート・ドライブ（ＳＳ
Ｄ）、ＲＡＭドライブ、セキュア・デジタル・カードもしくはドライブ、その他の任意の
適切な非一時的なコンピュータ可読記憶媒体、またはこれらのうちの複数の組合せを含む
ことができる。非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、適切な場合には、揮発性、不揮
発性、または揮発性と不揮発性の組合せであることが可能である。
【００５９】
　本明細書においては、「または（もしくは）」は、包含的であり、排他的ではない（た
だし、そうではないことが明示されている場合、または、そうではないことが文脈によっ
て示されている場合は除く）。したがって、本明細書においては、「ＡまたはＢ」は、「
Ａ、Ｂ、またはその両方」を意味する（ただし、そうではないことが明示されている場合
、または、そうではないことが文脈によって示されている場合は除く）。その上、「およ
び（ならびに）」は、包括的および個別的の両方である（ただし、そうではないことが明
示されている場合、または、そうではないことが文脈によって示されている場合は除く）
。したがって、本明細書においては、「ＡおよびＢ」は、「まとめて、または個別に、Ａ
およびＢ」を意味する（ただし、そうではないことが明示されている場合、または、そう
ではないことが文脈によって示されている場合は除く）。
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【００６０】
　本開示の範囲は、当技術分野における標準的な技術者が理解するであろう、本明細書に
おいて記述されているまたは示されている例示的な実施形態に対するすべての変更、置換
、変形、改変、および修正を包含する。本開示の範囲は、本明細書において記述されてい
るまたは示されている例示的な実施形態に限定されない。その上、本開示は、本明細書に
おけるそれぞれの実施形態を、特定のコンポーネント、要素、機能、オペレーション、ま
たは工程を含むものとして記述し、示しているが、これらの実施形態のいずれも、当技術
分野における標準的な技術者が理解するであろう、本明細書の任意の箇所において記述さ
れているまたは示されているコンポーネント、要素、機能、オペレーション、または工程
のうちの任意のものの任意の組合せまたは順列を含むことができる。さらに、特定の機能
を実行するように適合されている、実行するようにアレンジされている、実行することが
できる、実行するように構成されている、実行することを可能にされている、実行するよ
うに機能できる、または実行するように機能する装置もしくはシステム、または装置もし
くはシステムのコンポーネントへの添付の特許請求の範囲における言及は、その装置、シ
ステム、コンポーネント、またはその特定の機能が、アクティブ化されているか否か、オ
ンにされているか否か、またはロック解除されているか否かを問わず、その装置、システ
ム、またはコンポーネントが、そうするように適合されている、そうするようにアレンジ
されている、そうすることができる、そうするように構成されている、そうすることを可
能にされている、そうするように機能できる、またはそうするように機能する限り、その
装置、システム、コンポーネントを包含する。

【図２】 【図１】
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